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　「
変
な
外
人
」
が
社
会
を
動
か
す
？ 

　
　

弘
　
末
　
雅
　
士
　

　
東
南
ア
ジ
ア
は
、
タ
イ
を
除
き
、
欧
米
の
植
民
地
支
配
を
経
験
し
た
。
こ
の
地
域
の
歴
史
研
究
に
携
わ
っ
て
き
た
筆
者
は
、

植
民
地
支
配
へ
の
対
抗
原
理
の
構
築
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
関
わ
っ
た
こ
と
を
最
近
再
考
し
て
い
る
。
か
つ
て
検
討
し
た

北
ス
マ
ト
ラ
の
宗
教
運
動
を
は
じ
め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
意
識
の
形
成
過
程
に
も
、
類
似
し
た
現
象
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
反
植
民
地
主
義
運
動
や
民
族
主
義
運
動
に
関
し
て
は
、
外
来
思
想
と
地
元
の
価
値
観
を
接
合

し
た
二
重
言
語
者
の
役
割
や
現
地
語
出
版
物
の
重
要
性
が
、
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
そ
う
し
た
運
動
の
成
立
期

を
み
る
と
、
リ
ー
ダ
ー
が
出
会
っ
た
外
来
者
や
そ
の
思
想
が
、
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
。

　
筆
者
が
こ
の
こ
と
に
関
心
を
抱
い
た
の
は
、
一
九
世
紀
終
わ
り
に
北
ス
マ
ト
ラ
内
陸
部
で
バ
タ
ッ
ク
人
が
起
こ
し
た
宗

教
運
動
を
検
討
し
た
時
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
比
較
的
安
定
的
な
社
会
を
形
成
し
て
い
た
バ
タ
ッ
ク
人
は
、
一
九
世
紀
後
半

に
な
る
と
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
活
動
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
企
業
の
進
出
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
支
配
の
開
始
に
よ
り
、
大

き
な
社
会
変
容
を
体
験
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
バ
タ
ッ
ク
人
の
間
か
ら
も
反
抗
が
生
じ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て

オ
ラ
ン
ダ
の
軍
事
力
の
前
に
敗
退
し
た
。
従
来
の
首
長
の
も
と
で
の
緩
や
か
な
統
治
に
代
わ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
人
官
僚
や
植

民
地
首
長
が
植
民
地
体
制
を
構
築
し
、
労
役
や
税
制
を
持
ち
込
ん
だ
。
そ
れ
に
対
し
、
人
々
は
不
満
を
感
じ
つ
つ
も
、
植
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民
地
体
制
を
も
た
ら
し
た
力
が
、
強
力
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
か
っ
た
。

　
そ
う
し
た
な
か
で
、
ト
バ
・
バ
タ
ッ
ク
人
（
ト
バ
湖
周
辺
の
バ
タ
ッ
ク
人
の
最
大
方
言
集
団
）
の
呪
術
師
グ
ル
・
ソ
マ

ラ
イ
ン
が
、
一
八
九
〇
年
に
エ
ホ
バ
か
ら
啓
示
を
受
け
た
と
唱
え
、
新
た
な
宗
教
運
動
を
始
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
あ

る
日
、
夢
で
彼
の
魂
が
、
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
エ
ホ
バ
の
も
と
に
導
か
れ
、
こ
の
神
よ
り
バ
タ
ッ
ク
人
の
伝
統
的
道
徳
律
を

保
持
す
る
よ
う
、
説
か
れ
た
と
い
う
。
キ
リ
ス
ト
教
の
神
に
、
バ
タ
ッ
ク
の
価
値
観
を
維
持
し
た
ま
ま
到
達
し
た
と
、
彼

は
唱
え
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
エ
ホ
バ
の
啓
示
を
受
け
た
彼
に
自
信
を
授
け
た
の
が
、
一
八
九
〇
～
一
八
九
一
年
に
バ
タ
ッ
ク
地
域
を
旅
し

た
イ
タ
リ
ア
人
旅
行
家
モ
デ
ィ
リ
ア
ニ
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
モ
デ
ィ
リ
ア
ニ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
未
だ
よ
く
知
ら

れ
て
い
な
い
地
域
を
紹
介
す
る
、イ
タ
リ
ア
地
理
学
協
会
の
会
員
で
あ
っ
た
。
バ
タ
ッ
ク
人
に
と
っ
て
モ
デ
ィ
リ
ア
ニ
は
、

オ
ラ
ン
ダ
人
と
も
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
や
プ
ラ
ン
タ
ー
と
も
異
な
る
目
的
を
持
っ
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
あ
っ
た
。
彼

は
、
一
八
九
〇
年
一
〇
月
に
バ
タ
ッ
ク
地
域
に
入
っ
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
監
督
官
は
安
全
を
保
障
で
き
な
い
た
め
、
こ

の
地
域
の
踏
査
を
認
可
し
な
か
っ
た
。
東
イ
ン
ド
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
全
域
で
の
調
査
許
可
書
を
東
イ
ン
ド
総
督
か
ら
得

て
い
た
彼
は
、
監
督
官
の
や
り
方
に
た
い
そ
う
不
満
を
募
ら
せ
た
。

　
そ
こ
で
モ
デ
ィ
リ
ア
ニ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
こ
っ
そ
り
旅
行
し
よ
う
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
、

こ
の
地
域
で
顔
の
利
く
ソ
マ
ラ
イ
ン
に
ガ
イ
ド
役
を
依
頼
す
る
こ
と
に
し
た
。
彼
が
ソ
マ
ラ
イ
ン
に
こ
の
こ
と
を
頼
ん
だ

時
、
ソ
マ
ラ
イ
ン
は
モ
デ
ィ
リ
ア
ニ
を
黙
っ
て
長
い
こ
と
見
つ
め
た
。
そ
の
あ
と
で
彼
は
、「
ロ
ム
（
ル
ム
）
王
は
、
オ
ラ

ン
ダ
を
打
ち
払
う
た
め
に
貴
方
様
を
遣
わ
さ
れ
た
。
私
も
貴
方
様
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
」
と
、
モ
デ
ィ
リ
ア
ニ
を
抱
き

し
め
、口
づ
け
を
し
て
答
え
た
と
い
う( Elio M

odigliani, Fra i B
atacchi indipendenti , Rom

e, 1892, p.85)

。「
ロ

ム
（
ル
ム
）
王
」
と
は
、
モ
デ
ィ
リ
ア
ニ
が
バ
タ
ッ
ク
人
に
彼
の
王
の
名
を
尋
ね
ら
れ
、
ロ
ー
マ
法
王
を
意
識
し
て
答
え
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た
名
称
で
あ
る
。
ソ
マ
ラ
イ
ン
の
回
答
は
、
単
な
る
誤
解
が
導
い
た
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
、
モ
デ
ィ
リ
ア
ニ
の
表
情
の

な
か
に
、
オ
ラ
ン
ダ
人
へ
の
不
満
を
見
取
っ
た
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
あ
り
な
が
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
人
に
不
満
を
有

す
る
人
物
、
そ
れ
こ
そ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
力
の
源
エ
ホ
バ
に
至
っ
た
ソ
マ
ラ
イ
ン
が
、
捜
し
て
い
た
存
在
で
あ
っ
た
。

　
モ
デ
ィ
リ
ア
ニ
は
ソ
マ
ラ
イ
ン
と
一
緒
に
一
ヶ
月
ほ
ど
旅
を
し
た
。
そ
の
の
ち
彼
は
、
オ
ラ
ン
ダ
を
打
ち
払
う
こ
と
な

く
、
バ
タ
ッ
ク
の
地
を
去
っ
た
。
し
か
し
、
ソ
マ
ラ
イ
ン
は
こ
う
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
現
れ
た
こ
と
自
体
に
満
足
し
、

自
ら
の
教
義
に
自
信
を
深
め
た
。
彼
は
こ
の
後
、
熱
心
に
教
え
を
説
き
、
ト
バ
湖
周
辺
の
人
々
の
間
で
信
者
を
獲
得
し
た
。

信
者
た
ち
は
、
労
役
や
税
の
義
務
を
拒
否
し
、
い
ざ
と
な
る
と
ロ
ム
（
ル
ム
）
王
が
現
れ
、
自
分
た
ち
を
助
け
て
く
れ
る

と
唱
え
た
。
植
民
地
支
配
へ
の
対
抗
原
理
が
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
は
バ
タ
ッ
ク
の
事
例
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
意
識
の
形
成
期
に
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
同
様
の
役
割
を

担
っ
た
。
そ
の
一
例
は
、「
民
族
覚
醒
の
母
」
と
さ
れ
る
カ
ル
テ
ィ
ニ
（
一
八
七
九
～
一
九
〇
四
年
）
に
見
ら
れ
る
。
ジ

ャ
ワ
人
貴
族
の
家
に
生
ま
れ
た
彼
女
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
小
学
校
で
オ
ラ
ン
ダ
語
教
育
を
受
け
た
。
そ
の
後
の
婚
前
閉
居

の
時
期
も
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
小
説
を
読
む
こ
と
を
と
お
し
て
、
ジ
ャ
ワ
人
の
位
置
を
模
索
し
た
。
富
永
泰
代
氏
の
研
究
に

よ
る
と
、そ
の
過
程
で
、ム
ル
タ
ト
ゥ
ー
リ
の
『
マ
ッ
ク
ス
・
ハ
ー
フ
ェ
ラ
ー
ル
』（
一
八
六
〇
年
）
や
ク
ー
ペ
ル
ス
の
『
静

か
な
力
』（
一
九
〇
〇
年
）
が
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　
前
者
の
著
者
（
本
名
ダ
ウ
エ
ス
・
デ
ッ
ケ
ル
）
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
官
僚
と
し
て
十
数
年
間
東
イ
ン
ド
に
赴
任
し
、

一
八
五
六
年
か
ら
は
西
ジ
ャ
ワ
の
ル
バ
ッ
ク
の
副
理
事
官
と
な
っ
た
。
そ
の
経
験
を
活
か
し
、
当
時
実
施
さ
れ
て
い
た
強

制
栽
培
制
度
下
の
オ
ラ
ン
ダ
人
官
僚
や
現
地
人
首
長
の
腐
敗
・
癒
着
・
ご
都
合
主
義
を
、『
マ
ッ
ク
ス
・
ハ
ー
フ
ェ
ラ
ー
ル
』

で
告
発
し
た
。
ま
た
『
静
か
な
力
』
は
、
一
八
七
〇
年
代
、
一
八
九
九
―
一
九
〇
〇
年
に
東
イ
ン
ド
に
滞
在
し
た
オ
ラ
ン

ダ
人
ク
ー
ペ
ル
ス
の
作
品
で
あ
る
。
ジ
ャ
ワ
人
は
目
に
見
え
ぬ
存
在
の
力
も
信
奉
し
て
お
り
、
眼
に
見
え
る
事
物
だ
け
し
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か
信
じ
よ
う
と
し
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
合
理
主
義
は
、
ジ
ャ
ワ
文
化
に
屈
す
る
こ
と
を
、
オ
ラ
ン
ダ
人
理
事
官
の
家
族

を
舞
台
に
し
て
小
説
で
描
い
た
。
両
者
と
も
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
間
で
反
響
を
呼
ん
だ
。

　
こ
う
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
作
家
に
よ
る
、
ジ
ャ
ワ
人
民
衆
を
苦
し
め
た
オ
ラ
ン
ダ
人
を
告
発
し
た
り
、
ジ
ャ
ワ
文
化
が
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
文
化
よ
り
優
れ
て
い
る
と
し
た
小
説
が
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
に
ジ
ャ
ワ
人
と
し
て
の
誇
り
を
自
覚
さ
せ
た
。
こ
う
し

た
作
品
と
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
彼
女
は
、
ジ
ャ
ワ
人
が
植
民
地
体
制
下
で
オ
ラ
ン
ダ
人
と
対
等
に
扱
わ
れ
る
べ
き
存
在

で
あ
る
と
い
う
認
識
に
至
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
両
作
家
と
も
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
な
か
で
は
変
わ
り
者
で
あ
る
。
ダ
ウ
エ
ス
・
デ
ッ
ケ
ル
は
、
強
制
栽
培
に
従
事
す

る
ジ
ャ
ワ
農
民
の
過
酷
さ
と
植
民
地
官
僚
の
腐
敗
を
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
総
督
に
訴
え
た
が
、
聞
き
容
れ
ら
れ
ず
、
植

民
地
官
僚
を
辞
職
し
、
小
説
家
に
転
職
し
た
。
ま
た
大
多
数
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
、
東
イ
ン
ド
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
を
導
入

し
よ
う
と
し
た
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
、「
東
洋
の
神
秘
」
が
オ
ラ
ン
ダ
人
を
変
え
て
し
ま
う
と
説
い
た
ク

ー
ペ
ル
ス
も
、
変
人
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
「
変
人
」
が
、
ジ
ャ
ワ
人
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を

与
え
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　
類
似
し
た
事
例
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
社
会
主
義
者
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
の
出
会
い
に
も
見
ら
れ
る
。
一
九
一
四
年
中
部

ジ
ャ
ワ
の
新
興
都
市
ス
マ
ラ
ン
に
、
オ
ラ
ン
ダ
人
社
会
主
義
者
ス
ネ
ー
フ
リ
ー
ト
や
バ
ー
ル
ス
ら
が
、
東
イ
ン
ド
社
会
民

主
主
義
協
会
（Indische Sociaal D

em
ocratische Vereeniging

）
を
設
立
し
た
。
協
会
は
、
鉄
道
や
港
湾
の
労
働

組
合
運
動
を
指
導
し
つ
つ
、
現
地
人
に
社
会
主
義
思
想
を
広
め
よ
う
と
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
と
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
社
会
主
義
者
は
、
階
級
闘
争
を
と
お
し
て
、
資
本
主
義
に
支
え
ら
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
植
民
地
体
制
の
解
体
を
説
く
、

興
味
深
い
存
在
で
あ
っ
た
。
協
会
の
会
員
と
な
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
多
く
は
、
ム
ス
リ
ム
だ
っ
た
。
当
時
の
ム
ス
リ

ム
は
、
社
会
主
義
の
理
念
が
既
に
イ
ス
ラ
ー
ム
に
含
ま
れ
て
お
り
、
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
は
そ
れ
を
体
現
し
た
存
在
と
み
な
す
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者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
の
成
功
は
、
社
会
主
義
者
の
活
動
を
活
性
化
さ
せ
た
。
彼
ら
は
、
植
民
地
軍
の
間
で
紅
衛

兵
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
、
こ
う
し
た
運
動
に
厳
し
い
姿
勢
で
臨
み
、
主
要
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
リ
ー

ダ
ー
を
東
イ
ン
ド
か
ら
追
放
し
た
。
そ
の
た
め
指
導
権
は
、
若
き
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
手
に
移
り
、
一
九
二
〇
年
に
党
名

を
現
地
語
の
マ
レ
ー
語
でPerserikatan K

om
m

unist di India 

［
東
イ
ン
ド
共
産
主
義
者
同
盟
（
の
ち
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
共
産
党
と
な
る
）］ 

と
変
更
し
た
。
ア
ジ
ア
で
最
初
の
共
産
党
で
あ
っ
た
。
党
は
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
支
配
か
ら
の

解
放
と
、
東
イ
ン
ド
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
の
独
立
を
掲
げ
た
。
以
降
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
、
民
族
主
義
運
動
の
主
役
を
担

う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
オ
ラ
ン
ダ
人
社
会
主
義
者
は
「
変
人
」
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
地
人
に
対
抗
原
理
を
形
成
さ
せ
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
こ
と
は
、
上
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
自
身
が
社
会
主
義
運
動
を
構
築
す
る
こ
と
も
、
可
能
で

あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
で
も
初
期
の
段
階
で
は
、
植
民
地
体
制
へ
の
不
満
を
正
当
化
し
て
く
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
、
彼
ら

に
と
っ
て
頼
も
し
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ち
な
み
に
ス
ネ
ー
フ
リ
ー
ト
は
、
東
イ
ン
ド
を
追
放
さ
れ
た
後
、

中
国
で
第
一
次
国
共
合
作
に
尽
力
し
た
。

　
こ
う
し
た
現
象
は
、
反
植
民
地
主
義
運
動
だ
け
に
限
ら
な
い
。
今
日
で
も
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
、
起
こ
り
う
る
こ
と
で

あ
る
。
日
本
以
外
の
地
域
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
地
の
人
々
と
接
触
を
試
み
る
日
本
人
は
、
当
該
地
域
の
人
々
に
、「
変

な
外
人
」
あ
る
い
は
「
変
な
日
本
人
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、そ
う
し
た
多
様
な
人
々
と
の
出
会
い
が
、

ヒ
ン
ト
と
な
り
、
社
会
を
変
え
る
動
き
を
誘
発
す
こ
と
も
あ
る
。
人
の
出
会
い
は
、
実
に
不
思
議
で
あ
る
。
外
来
者
と
の

交
流
が
、
文
化
摩
擦
を
生
む
一
方
で
、
抱
え
て
い
る
矛
盾
解
決
の
た
め
の
糸
口
を
授
け
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

（
本
学
名
誉
教
授
）
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